
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 1 0 2 0 0 0 0 0 3 5 2

0 0 1 0 0 0 2 1 x 4 5 1

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕 4 0 2 0 三振 三振左安 四球 中安

2 中 5 0 0 0 一邪 二直三振 三振 三邪

3 左 3 0 0 0 二飛 四球 投飛 右飛

4 遊 4 1 1 0 中３ 三飛 三ゴ 三振

5 二 2 0 0 0 四球 投飛四球 三ゴ

6 一 4 1 1 0 三振 左安 投ゴ 三ゴ

7 投 4 1 1 2 右安 四球 三直 遊ゴ

8 三 3 0 0 0 投飛 中３ 三振 四球

9 右 3 0 0 0 三振 一失 投ゴ 三犠

32 3 5 2

8

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 三 2 1 1 2 四球 四球 三振 右安

2 中 3 0 0 0 遊ゴ 四球 三振 三振

3 遊 3 0 1 0 遊安 投犠 遊ゴ 三邪

4 捕 4 1 1 1 三ゴ 中安 投飛 遊失

5 投 3 0 0 0 三振 二飛 四球 一飛

6 一 3 0 0 0 三振 三振 左直 四球

7 二 3 0 0 0 四球 三ゴ 三振三振

8 右 3 1 2 2 三振 中安 死球投安

9 左 2 1 0 0 三ゴ 三振 四球

26 4 5 5
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合計

稲 妻 聖 人

■投手成績

備考

齋 藤 裕 弥

佐 藤 智 将

和 田 天 風

吉 田 誠 矢

平 山 美 心

貞山

大田スタジアムにおける準々決勝戦の第一試合、京都府立朱雀高校と宮城県立貞山高校の対戦は、緊迫した展開となった。先取点をあげたのは、貞山。２回の
表、先頭の４番齋藤が左中間三塁打を、７番吉田が右前打で還した。対する朱雀は３回の裏、連続四球で無死一二塁となり、３番竹内が投前バントで送る。４番村
上が中前に落として三塁走者の松川を還し同点となる。貞山はすかさず４回の表に２点を追加した。１死後、６番和田が左前打で出ると、７番吉田の中越え三塁打
でまず１点。次打者の打席で朱雀投手のボークを誘い２点目。前半戦は貞山高校が試合の主導権を握った。中盤は、貞山高校の吉田、朱雀高校の氏家両エース
が、ランナーを出しながらも力投し、要所を抑えて得点を許さず、勝敗の行方は終盤にもつれた。７回の裏、朱雀は１死後、８番佐古田、９番坂井が連続四死球で
出塁し、投手の暴投で二三塁となる。１番松川の右前打で二者生還、一気に同点に追いついた。朱雀は８回ついに決勝点を上げ、４対３で逆転勝ちを収めた。両
校とも投打のバランスが取れた好チームであったが、結局は試合の流れが後半朱雀の側に傾いたと言える。９回の表、貞山は先頭の８番平山が四球で出塁し、９
番稲妻がサード前に送りバントを決め、更に１番平田の中前打で１死一三塁と絶好の同点機を作ったが、サインミスであろうか、２番星の打席で三塁走者の平山
が飛び出し、タッチアウト、得点の機会を逃した惜しいシーンもあった。ともあれ準々決勝にふさわしい見ごたえのある試合だった。

備考

■バッテリー

打者

平 田 智 暁

朱雀

佐々木 裕 也

貞山

ポジション 氏名

星 昇 太

京都

2時間03分

代表地区

第1試合 4回戦 ■試合時間準々決勝 ■備考

宮城

■日時 平成25年8月16日(金)

■球場

出場校名

大田スタジアム

球審：松山 塁審：清水 高畑 遠藤■審判

氏名 三振

35

回数 安打

吉 田 誠 矢 10

氏名 回数 打者投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

捕手

平 田 智 暁

投手

吉 田 誠 矢

上 東 和 弥

合計

酒 井 一 喜

3

■投手成績

竹 内 悠 佑

村 上 智

氏 家 陣 也

坂 井 柊 斗

自責安打

9

三振

5

四球

残塁：7 併殺：

38 6氏 家 陣 也

自責

8 3

■戦評

氏 家 陣 也 村 上 智

江 上 安 楠

朱雀

松 川 哲 也

佐古田 進太郎

晴れ 京都府立朱雀高校 対 宮城県貞山高校

残塁：8 併殺：

5

四球


